
関東・川崎の民具
Mingu of Kanto District-Kawasaki

関東・川崎
Kanto-Kawasaki
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凡　例
  
1）この表は、川崎市臨海部の海苔養殖用具と漁撈具を中心として、川崎市市民ミュージアムが
収集・所蔵している資料をリスト化したものである。

2）本表は「漁具」「漁船・船上用具」「海苔養殖用具」の順に、三つのカテゴリに分けて掲載し
ている（下記目次参照）。

3）「名称」欄の民具名は、『国際常民文化研究叢書 6 ―民具の名称に関する基礎的研究―［民具
名一覧編］』（神奈川大学 国際常民文化研究機構 2014）に記載の名称に揃うよう心がけたが、［民
具名一覧編］に記載のなかったものについては便宜上つけるか、空欄のままとした。

4）画像のうち写真資料は川崎市市民ミュージアムの収蔵資料である。なお、収蔵がない資料、
写真がない資料については、新たにイラストを描き起こすか、空欄のままとした。

5）「川崎での主な呼称」欄は、川崎地区で一般的な名称を選んだ。
6）「別称」欄には、上記以外の呼称を入れた。
7）「説明」欄の文章は、高橋典子のまとめによる。

目　次
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漁船・船上用具 ………………………p. 94
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�u��z�?Ö=)ÀÇ$
���u0�$��u)]�CÀ��014
56=pF:Ä=·�­?

Ì *+,�*
*+,5u�;$Ý?Í#FÀÏÐ��»¯ÒB¼�J�6?*+,;$Ý
C*+,�*)*+,�·ÊË�)23456ÝF� 6·��¡!$"s
4<J�6?

�# *+,$%

*+,4568>()Ý$�&?MNT'PW¦X)()WUW¦X�$*+q4:�)
,4-�J.ÄJ�6?*+,%%C)/F0»ÄJ�1FÒ2<)ýN�
0��­F-	(3N46?-	C)q546i�uF<)E748z�ä
J9:éF.Ä=�$?wx@AB){}ãäJEFÍÄJ�6*+,45
Ä=?

�û *+,;<
*+,8()5Ä=*+,4Í�6�?f(=FghvBJ)&$ãF>»
 J?ÄÜ6?@i­C)]$EF5�=*+,4(AÍ�6$(C0È)
BCS*+,�<Y4Í�J:Ä=?()CT`OW¦X)DNCOUW¦X�1?

EF *+,�< BC
5Ä=*+,4Í�63G?BC·�Ê�?H�I¼()*+,8$JFC
*+,;<$EFÍ�J:;<=?Ö=)*+,$KLMNO�PF�]�
4:Ä=?

QRS -ÑT	
 -Ñ;�
&E$�­�4U6=p$�>?HVF	ÁWX�CÖÄJ�6?-Ñ;�
·�ÊË�6?YF�ÄJ�6À��014Z[\(]�J±z567T$
�89(:;�6?

^ �ÀÐ T$�

T$�8$8>?_À�
F`ÄJ�$ã»¼Z[\(DE4]z)YF�
ÄJa�B4×<J�63SÀ��01Y4UiBJ�ÀÐ(±È?]$84
T%�ST$�Y·��)8>K$�$4T$�·Ê�]·��6?�ÀÐF
C)b­3cF�ÄJ
$"sSdÄ(e»ÀÏÐ��6»YflkSWOQ
dPWlYF����u)�$MN�d_^QOWX���$Ö(gh(�6?

�WOWl(ij$�­0"$�$4klC�ÀÐ·�­?Ö=)*+,;$�
ÀÐ4_�ÆB�·Êh)Ç� m�$
�WbWl�1v�J�6?

Ñn	Ð
À��)-o·uF:;<=8>?MNVUW¦X�1$j$mFp�$
�i
�Jyu)­<qFrÉ4iBJ:­?s¤FvB=ntu(DH4v��
�­F<Jwz)YFÞK�(�6345Ä=?

xxx

yz

{
{
{

|
}
~
�



��� ��� ��	
��
� ��� ���

���� kÀ��ì kÀ�01$Ï�ÐSÓ�Y456�>?j�)MNCTd_dWX?

���� Ï�ìÇ/	 Ç/	)	ìÇ/	
�lT�kÀ�01$Ï�ÐSÓ�Y456�>?�$MNCOPW¦X�·��?
��P)]�(Y4�u)Ï�Ð45Ä=?

���� .À� À��*lì)	ì
D�4�6�>?M��$�$(C)ók�ì��ó�4�Ä=?	ì·�
ÊË�6?

���� � /Ñ ÏBlì

½L)��PFÏB014568>?H¥ÎFÜÄ=É��
(�Ö6�­
F0ÄJ�6?�l�Ð·�ÄJ)½)�$?�=DNÀt��lÁ/u4
ÃÄJ35uF×AB)]$� /Ñ4*+,�ÏB$ãF�nJ5Ä=?
ÏBlì·�Ê�?

�ú �üW
*+,)���*014Í�)<Ë¼È�»<JyÈ=p$��?ã~Cj
�)�VCq�?µ�=¬�5³<Jz=*+,�23C]$EFÍ�)�
6��=Ö6·KLMF�ÄJ2�� ¡4<=?

¢ -/;� Ó�4Í�J�»<JyÈ=p$�?

£¤ 	ì -¥ 
��ì)¦01$§c4�6�>()-¥ ·��­?§�=Ö6¥ÎCÉ
F0ÄJ�6?DEFÍu)�4¨(G4¿(?�J§4�6?

©� ��ì�ì À�À�)��
�ª(Y«4�ÄJ��ì01456�>?À�À�)��)01·�ÊË
�6?

£¤ À�Ç� ��ì)-Ç¥ìc4�68>?
#F¨©�q(���G�i�J�6?

£¤ ÑÐÆ� ÑÐÇ�)À�Ç�

§¬z8$8>?Ç�Àk)-¥ )�)=[»¼×­J�6?�$MNC
Td_dWX)G¥ÎC§`PW¦X)®¸`PW¦X��?ÑÐÆ�C��P��ª()
�M(:­?�4s¿FÃ¬)¯4¨�6�C=FABJëq0zF~�u
0�¼§456?Àk4DHFiB)�4°È±�u0�¼%T(Y4�Ä
J§4Àk$EFÍ�J�È?ÑÐÇ�)À�Ç�·�Ê�?

£¤ óóÇ�

²ã»¼y]0­§¬z8SóóÇ�8·�­YF:;�68>?ÑÐÆ�·
³´Cµ¶��)�$MNCWRQUWX)GC§f®¸·�WdWX··�é(�
6?�¸"¹(C)óóÇ�8Cº»WOWM�¼(½¾<=?0y)óóÇ�
8F:;�6²4Ç��
·Êh)¿&�ÀÈ´¼�nCn�Ò2N�J�
=?

©Á 	Æ 	Æ�<�
§4ÂÃ�6Ä?�Ä=§c4]�FÍ�Jõ�u)§Å4tuÆz)a»
¼]Ç�=2N�§CDFÈ�?]$.¾4	ÆÀü·�Ä=?

��É�ÉÊ��

ËÌû ü/ ;< §4Í6Î��Ï�?§cC]$ü/ ;<WdWÐÑÒ(×Ó<=?

�Ô�Õ _À�
 _À

DÖ�u.¾;$j´²()_À�
)�6�C_À·ÊË�6?�¸"¹
FyB6�×Ø0_À$�zNC)Ð�S²HYFẀWÙSTdbW¦XY§$X
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　本表で紹介する「川崎の漁撈具」は、川崎市臨海部の海苔
養殖用具と漁撈具を中心として、川崎市市民ミュージアムが
収集した資料をリスト化したものである。
　川崎市の東南端、多摩川河口右岸の沖積地は、川崎大師平
間寺の地元として「大師河原」の地名で知られてきた地域で
ある。当地の海岸部は沖合まで遠浅の芦原が続いていたとさ
れ、寛永元年（1624年）、多摩川対岸から移り住んできた池
上氏によって本格的な新田開発が行われた。文化・文政年間
（1804～ 1830年）に編まれた『新編武蔵風土記稿』から
は、大師河原村・川中島村・稲荷新田・池上新田の四村が成
立していたことがわかる。維新後の明治４年（1871年）、大
師河原村・川中島村・稲荷新田が合併して大師河原村が成立
し、大正 13年（1924年）の川崎市制施行を経て、現在、旧
大師河原村は行政上「大師地区」と呼ばれて、一つのまとま
りを持った地域として捉えられている。
　さて、江戸時代における川崎市域の臨海諸村は磯付百姓村
として、漁撈活動は制限されていたものの、川崎宿や江戸と
いう大消費地に隣接する立地条件にあって、海産物を捕って
仲買に売り渡すなどのいわゆる海面稼ぎが盛んに行われてい
た。また、沿岸部では 17世紀中期頃から製塩業が行われて
おり、『江戸名所図会』や『新編武蔵風土記稿』では川崎領
の産物として塩が取り上げられている。
　大師河原村が発足した明治 4年、この地で海苔養殖業が
開始された。当初は資材の調達から乾海苔の販売まですべて
大森の海苔業者に頼っていたというが、徐々に生産力を増
し、明治 40年頃には神奈川県内最大の生産規模を誇るまで
に成長した。その一方、江戸時代を通じて重要な産業であっ
た製塩業は、明治 38年（1905年）に塩の専売法が施行さ
れ、明治 43年（1910年）には個人での製塩が禁止となった
ため、輸入塩の再生業をはじめた１軒を除いてすべて廃業し
た。塩田の跡地は農耕地に作り直して売買され、野菜や果樹
栽培に利用され、製塩業をやめた家のほとんどが海苔養殖業
に転業したとされる。
　大正２年（1913年）刊行の『大師河原誌稿』には、大師
河原村の戸数 975戸のうち農業を専業とするものが 650
戸、うち兼業農家は 40戸。川崎大師平間寺周辺に商家（料
理屋・飲食店・玩具屋・菓子屋）が 110戸、そのうち 90戸が
兼業で工業に従事する家は 50戸に満たないとある。また、
大師河原村の水産業としてはもっぱら海苔採取と乾海苔製造
で、海苔養殖業に従事する家は 450戸もあったが、これを

専業とする家は無く農業者の副業という位置付けであった。
海苔以外の水産業では、蜊

あさり

、蛤
はまぐり

、鰻
うなぎ

、サルボー（貝）、鯔
ぼら

な
どが漁獲物として挙げられており、これらに従事する家も
30戸ほど存在した。
　川崎臨海部の村々では、農業のかたわら小規模な漁や製塩
業を行うという暮らしが長く続けられていたが、海苔養殖が
始まったことによって、基本的には農家でありながら冬場の
重要な産業として海苔養殖業に従事するようになったことが
わかる。しかし、京浜工業地帯の形成にともない、大規模な
埋立てと工場の進出が続いた結果、漁業権を放棄することに
なり、昭和 48年、川崎漁業協同組合が解散し川崎の海苔養
殖も終焉を迎えた。
　
１．漁具

　大師河原周辺で行われていた漁撈としては、カレイなどを
突き刺して捕るメヅキ、ウナギカキ、鰻筒漁、ボサアミ、貝
漁、簀引きなどがあった。
　わずかではあったが、貝漁専業の漁師もおり、貝捲き漁に
従事していた。貝捲き漁には、船（マキブネと呼んだ）に乗
って操業する大捲き（オオマキ）と、海中に腰まで浸かって
行う腰捲き（コシマキ）の 2種類があった。この他に、ガ
リ、ハグチなどと呼ばれる道具を使って手で捕る方法もあっ
たが、これはごく小規模に行われるものであった。大捲き
は、通常３人一組で、もっとも経験を要するのは大捲きカゴ
の長い柄を操り、海底の貝を捕る役。もう一人はロクロ捲き
で、海に杭を打ち込み、綱を張ってロクロを捲きながら船を
曳く。もう一人がガタカケで、これは捕った貝をガタブルイ
という道具でふるって貝の選別をする役割で、経験の浅い者
が担当した。
　ウナギ漁は、夏場の良い現金収入となったので従事する者
も多く、漁法も多かったようである。漁法としては、鰻筒、
ウナギカキ、ボサアミ、手づかみなどがあった。ウナギカキ
は、ウナギカマを使って鰻を引っかけて捕る方法で、船の上
から捕る方法（ハネガキとイザリガキの 2種類）と、徒歩で捕
る方法（カチガキ）があり、柄の長さや刃の形状など漁具そ
のものに違いがみられる。
　ボサアミ漁のしかけは、海中に支柱を立ててその間に長さ
30～ 40間（約 55 ～ 73 m）の親綱を渡し、この親綱に約２
間ごとに７～８尺（約 2.1～ 2.4 m）の枝綱を結びそこにボサ

高橋典子
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を付ける。ボサとは雑木の枝を数本寄せ集めて竹箒状にした
もので、この中に鰻・ハモ・ギンボ・エビなどの小魚が入り
込む。夕方仕掛け、翌早朝ボサアミをあてがってボサの中の
小魚を揺さぶり落として捕る。
　メヅキ漁は、船上から箱眼鏡等を使って海中を覗き、砂に
潜って目だけ出している魚を見つけてイカシという漁具で突
き捕る漁法である。主にカレイを捕るもので、カレイ用のイ
カシは刃に返しがついていない。イカシの刃は３～ 10本前
後のものまで様々ある。
　この他、柄の長いガリなどの道具を使ってオゴノリやアオ
サといった海藻を採ることも行われた。これらの藻類は自家
で食用にしたり肥料として利用された。また、ヨトボシとい
って夜間干潮時にカーバイトランプなどの明かりを持ち、短
いイカシなどで小魚を捕ることもよく行われた。
　大師河原周辺の独特な漁法といわれているものに簀引き漁
があった。これは干潮時の昼間に行う漁で、９月から 10月
にかけてが最盛期であった。幅６尺（約 1.8 m）長さ２間
（約 3.6 m）のヨシズを 10枚ほど横に繋ぎ、両端に曳き綱を
付けて片側３人ほどで（沖から岸に向かって）潮に逆らって
引く。その簀の前で他の者たちが棒で海面を叩いて魚を追い
込み、簀の上に飛び上がってくる鯔などを捕る。この簀引き
漁は「子どもの遊び」だとも言われるが、昭和 25年頃まで
みられたという。現在、この漁に使用された道具類は残って
いない。

２．船に関する用具

　かつての大師河原では、水路や運河を利用した舟運が人々
の生活に重要な役割を果たしており、地域を流れる観音川や
出来野川の川岸には河岸が設けられていた。また、悪水堀と
呼ばれた水路があり、これは水田の余り水を流した堀で、幅
５間（約 9 m）と用水路より広く、舟入堀としても利用され
た。河岸には船溜まりがあり、そこから海苔船や貝漁のマキ
ブネが出漁して行った。
　海苔養殖に使用する船は大型のオヤブネと一人乗りのベカ
ブネの２種類があった。オヤブネは海苔ヒビとヒビ建て用
具、そしてベカブネを載せて漁場まで出る船で、昭和初期ま
では「和船（ワセン）」、「帆掛け船（ホカケブネ）」とも呼ば
れていた。オヤブネは漁場が沖合へ移るとともに大型化し、
全長がかつては約８mだったのが、20尺（6 m）の竹支柱
を運搬するために船体の長さも約 14 mとなった。オヤブネ
が動力化したのは昭和 10年以降で、電気着火機関を積んだ
ことから「チャカ」という名称で呼ばれるようになった。
　ベカブネは海苔の作業船であり、基本的には一人乗りであ
る。これも、時代とともに若干大型化したという。ベカブネ
での移動は、ドウチュウガイという櫂を使い、トモを前にし
て立って漕いだ。ただし、水深の深い場所では、ミヨシを前
にして櫓で漕いだ。また、ベカブネのなかには帆が立てられ
るようになっているものがある。帆で走るときもトモを前に

して櫂でかじ取りをしたというが、不安定で速度もかなり出
るため危険だったという。
　
３．海苔養殖用具

　ここで、大師河原における海苔養殖の生産工程について簡
単に紹介しておく。実際の海苔生産は 11～ 3月頃に限られ
るが、夏の間も資材の調達や修繕など様々な準備作業があっ
た。海苔柵を漁場のどの場所に建てるか、この場所決めを場
割りといい、毎年海苔養殖の開始前に漁協で場割りをした。
同じ漁場でも潮通りによって海苔の出来に影響がでるため、
くじ引きが行われた。９月彼岸を過ぎると、千葉県の木更津
まで種付け（ヒビに海苔の胞子を付着させること）に行く。
種付けして１ヶ月ほど経つと、ヒビを持ち帰って、割り当て
られた場所に建て込む。千葉で種付けした海苔は「イショ
ク」といい、地元で種付けしたものを「ジッコ」と呼んだ。
ジッコはイショクより１ヶ月ほど遅い。
　海苔ヒビは時代によって木ヒビから竹ヒビさらに網ヒビへ
と代わり、また漁場が移り変わったのに応じてヒビ建て作業
とそれに使用される用具も変わった。木ヒビは大正時代まで
使用され、竹ヒビは大正８年頃から昭和 10年代まで使用さ
れた。この頃のヒビ建てはフリボウを使っていた。フリボウ
でヒビを建てるときは、その腕木の部分を持って海底に振り
込み、股木の部分を足で踏み込んで抜くと同時にヒビを差し
込むのである。背が届かない場所ではノリゲタを使って作業
した。また、岸に近い浅瀬では丈の低い枝ヒビを建てた。網
ヒビに変わったのは昭和 12年頃からで、埋立によって漁場
が沖合の深いところに移動してからはすべて網ヒビとなり、
ヒビ建て・ヒビヌキの作業は船上から行われるようになっ
た。圧力ポンプを使うと固い海底でも支柱を建てることがで
き、フリボウを使っていた頃よりも作業は楽になったという。
　建て込みして１ヶ月もすると海苔は 10 cmほどに成長す
る。11月 15日頃に１回目の収穫があるとその年は豊作とい
われた。海苔採りはベカブネに乗って行う。かつてはベカブ
ネの中に座布団を敷いてその上に正座し、左手でツキガイを
支えにして舟を静止させ、右手で海苔を摘み採った。採った
海苔はマルザルに入れ、最後にアライザルに入れて海水で洗
った。
　採った生海苔はすぐに乾海苔まで加工される。生海苔を細
かく刻み海苔簀に付けていく海苔付けは手間のかかる作業
で、この作業能率を上げるために用具も様々な改良がなされ
てきた。海苔刻みは、まな板を挟んで２人が向き合い両手に
１本ずつ包丁を持って刻んでいたが、１本の包丁に刃が２～
３枚付いたヒコーキボウチョウ、刃が６～８枚付いたツキボ
ウチョウへと変わった。昭和 30年頃には挽肉製造器に似た
構造の海苔裁断機が導入され、昭和 40年以降は動力化した。
　海苔付けが終わると乾燥させて乾海苔にする。海苔乾しは
海苔簀の裏側から乾し、乾いたら表にホシッカエシして仕上
げるが、これは主に女性の仕事であった。海苔の乾燥方法は
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屋外でのスダイ乾しから乾燥枠、さらに屋内乾燥へと変わっ
た。乾燥枠を使用しての海苔乾し（オオサカボシと呼ばれた）

は、天候が悪くなるとすぐ屋内に運び込めるという利点があ
った。ストーブを使った屋内での乾燥は天候に左右されるこ
とがなく乾燥時間も短縮されたが、天日で乾し上げた海苔の
方が艶も香りも良く、高価で取引されたという。
　乾し上がった海苔は 10枚ずつ重ねて半分に折り畳み、こ
れをイチジョウ（１帖）と数えてヒラバコに入れて出荷し
た。海苔を畳む暇もないときはカコイバコにいれて一時保管
した。12月から１月にかけて採れる寒海苔が最も高価で、
２月、３月と暖かくなるに従って安価になった。３月を過ぎ
ると海苔に赤芽といって質の悪い海苔が混じり始め、収穫を
終える。
　収穫が終わると次のシーズンが始まるまでにヒビの手入れ
や用具の準備をしておかねばならない。木ヒビは１年しか使
えないが、竹ヒビはフジツボなどを落として枝を足して手入
れすれば２～３年使用できた。海苔養殖は人手の要る仕事

で、大師河原には山形から海苔の出稼ぎに大勢来ており、山
形では農家の副業として海苔網を編む仕事もあったという。

４．その他

　その他、海苔養殖業で使用した作業着や生活用具、乾し海
苔問屋の資料なども重要な資料である。
　海苔養殖の作業着にはボウダとモモヒキを着用した。真冬
の作業であるため、木綿の布地に刺子したものなど防寒性を
考慮した丈夫なものが多い。また、防寒着としては火消し半
纏と火消し頭巾も多く着用された。また、「パッコ」「ウミゲ
タ」と呼ばれる桶型のはきものがある。ゴム長靴以前は、浅
瀬での作業で用いた。ホビツは船に乗せる個人用の容器で、
着替えや弁当などを入れたという。パッコやホビツ、飲料水
を入れて船に乗せたミズダルなど、昭和 40年頃の調査以降
は聞き取りも資料収集もできなくなっており、貴重な資料と
いえる。
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